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高校生向け心理学出前実験の試み
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We gave a psychology lesson to high-school students. The lesson was designed to foster the 

interest of high-school students towards psychology through discussion of unconscious mental 

processes， such as the subliminal mere exposure effect， which the authors have recently investigated. 

In particular， a number of demonstrations of psychological experimentation were given in order to 

facilitate the participants understanding of how psychology is conducted. The results of a questionnaire 

taken after the lesson indicated that most of the participants enjoyed the lesson and that their interest 

in psychology had been heightened. Thus， the project can be interpreted as accomplishing its objective. 

Finally， this paper discusses the significance of the project and reflects on future directions. 
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プロジェクトの趣旨
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近年，大学院生の積極的な教育参加への機運が高

まっている。単に研究者としてだけではなく，教育

者あるいは指導者としても優れた人材を育成するた

め，大学側も様々な機会を提供している。本稿は，

筑波大学学内プロジェクト f大学院生メデイエー
ターの導入による共育空間デザインに基づく研究能

力の育成jの一環として実施された. (当時)大学

院生(JII上)とその指導教員(吉田)による高校生

を対象とした心理学出前実験の報告である O

1) 本研究は，筑波大学「大学院生メデイエーターの導入

による共青空間デザインに基づく研究能力の育成」プ

ロジェクトの一環として行われた。

2) 本プロジ、エクトにご協力下さいました.銚子市立銚子

高等学校の教職員並びに生徒の皆検に感謝申し上げま

す。

本プロジェクトは，大学院生，中高校生そして教

員が共に学びあい育ちあう共育空間として教育の場

を再デザインする試みである。すなわち，大学教員

が中高校生を対象に心理教育実践を展開する際に，

大学院生をメデイエーターとして介在させること

で，教員と大学院生が協同で心理教育の内容と方法

を再デザインする O そして この再デザイン化を通

して. (a)メデイヱーターによって臨時号された学習

内容が中高生の学習を進展させ. (b)中高生の学び

を支援するメディエーターの経験を通して，大学院

生は実践現場に密着した共創的研究能力および批判

的教育力を獲得し. (c)教員も再デザイン化の実践

から新しい教育リテラシーを得ーる。そうした麗開が

期待されるのである。
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授業テーマの選定

心理学という学問は，物理学や生物学などとは異

なり，多くの場合高等学校での教育の機会がなく.

大学ではじめて学ぶことのできる学問である O その

一方で，近年では，テレビをはじめとした数々のメ

ディアが「心理学jを標携する企画あるいは番組を

こぞって放送し，一種のブームとも呼べるような状

況にある O こういった潮流は，心理学を学んだこと

のない高校生に対しでも， r心理学」という学問に
一見ポップな印象を与え，少なからぬ興味をそそら

せることに繋がっているように思われる。

しかし，そのような一般的な心理学のイメージと，

実際の大学で学ぶ学問としての心理学の開には， し

ばしば誕離が見られる O 例えば，松井 (2000)は，

大学の新入生を対象に，心理学に対ーするイメージを

問うたところ.rカウンセリング」や「犯罪捜査J.r心
理テストjなどの回答が大部分を占めていたことを

指摘する。これらのイメージはまさにメディアカ叩子

んで用いる極めて限定的な意味での「心理学jであ

り，必ずしも正雄な学問の内容を反映しない。した

がって.このプロジェクトによる授業を過して，心

理学にも多くの分野や手法があることを伝え， さら

に学問への興味を引きょI~Iすような授業テーマが望ま

れる O

そこで，我々は授業のテーマとして，著者らの専

門とする単純接触効果やサブリミナル効果による実

験研究を柱に，人のこころの持意識的な側面につ

いての議論を扱うこととした(JII上・佐藤・吉田，

2010;)11 上・吉田.2010.印刷中)。またその|療には，

単にこちらから一方向的に講義するのではなく，参

加者である生徒を交えたデモンストレーションと，

そこから浮かんでくる「なぜjという問いかけによ

るテーマの展開に重点を置くこととした。こうした

題材及び授業スタイルを扱うことによって，心理実

験という高校生にとっては未知の科学的手法を用い

て明らかとされてきた最先端の心理学的知見を， 日

常的な経験とも!~明らし合わせながら，疑問や驚きと

共にf去えることができると考えた。そして， この出

前実験という授業を過して，実験という手法を用い

て行われる心理学の理解を涼め，より一層の幅広い

興味を引き出すことを狙った。

以下では，実1(1j-~に行った授業の資料を器にその概

要を示す。さらに，授業後に行ったアンケートから，

本プロジェクトの成果や意義等を論じる。

授業の概要

時期と場所

2010年10月14日に千葉県銚子市立銚子高等
学校で、行った。

対象

開校に所属する 2年生の希望者を対象に行った。

50分で構成される授業を 2IEJ実施し，それぞれ45

名程度の出席ーであった。 2屈の授業はi弓じ資料に基
づくほぼ同内容のものであったが， 1回目は吉田が

教員の視点から. 2回目は)11上が大学院生の視点か
ら，それぞれ行った。

授業の構成

授業は，大きく 3つのセクションから構成された。

授業の内容については，著者らの相談によって決定

した。また，授業で用いるパワーポイントによる資

料は，吉田の指導のもと)11上が主に作成した。

1 疑問:臼常生活の中での心理学 このセクショ

ンでは， 日常生活の中で現れる心理学的現象(単純

諜触効果;Zajonc， 1968)から生じる疑問を，デモ

ンストレーションを交えながら提示した。具体的に

は. Mita， Dermer & Knight (1977) によるミラー

イメージに関する研究を題材ーとして取り上げ、た。ミ

ラーイメージ現象とは，人物顔写真を実保 (true

image) と鏡像 (mirrorimage) で呈示した場合，

周囲の他人は実像を好ましく感じるのに対して.本

人はむしろ鏡{象の方を好ましく j惑じるという，自他

の印象の不一致に関する現象である。この現象は，

一般的に単純接触効果によって説明される。すなわ

ち.本人が自分の顔を見る際には，多くの場合鏡を

通すことになるため その姿は左右反転のものとな

る。そのため，何度も接触したものに対して好意的

印象を抱くという単純接触効果の影響により，本人

True lmage Mirror lmage 

(実画像鏡画像)

どちらの方が好ましく感じますか?

Fig.l ミラーイメージのデモンストレーション

資料例

注)実際の授業で用いた顔写真とは異なる。



川上f[秋・吉田富二雄:高校生向け心理学出前実験の試み

は鏡像を好む一方，地人は実像を好むと解釈される。

そこで，授業が始まる前に.普段生徒と接する機会

の多い担任教諭の顔写真を撮影し鏡換を準備した。

授業では. Fig. 1のように.2つの函像を示しなが

らどちらの顔写真の方が好ましく感じるかを尋ねた

ところ，予想通り担当教諭は鏡像を，生徒の多くは

実像を好ましく感じるといっ結果になった。さらに，

より身近な現象として感じてもらうため，出席して

いる生徒の代表者の写真をその場で撮影し鏡像を

作成した (Fig.2)。そこでもやはり同様の結果が得

られ，生徒たちの間で驚きの声が上がっていた。そ

のような雰囲気の中で.Mita et al. (1977) による

友人と恋人を対象にした実験の結果を示しながら，

この現象が極めて普遍的である旨の説明をし fな
ぜこのように自分と他人で、顔写真に対する印象が異

なるのかJ.問いかけを行った。生徒たちに質問し

たところ，何人かの生徒は. 1何度も見てるからJ
という答えを導き出した。

2.導入:心理学実験の方法 「疑問」のセクショ

ンにおけるデモンストレーションから導出された，

f何度も見たものを好きになるjという現象に対ーし
て，それをより厳密な科学的方法によって実証する

プロセスを示した (Fig.3) 0 第一に，仮説の生成で

ある。すなわち，何度も見たものを好きになるとい

う現象を，1何度も見るJという原因と.1好きになるJ
という結果の因果関係として考えることの必要性を

示した。第二に，その仮説を確かめるために，何度

も見るという原因を操作し それが基準よりも好ま

しく評価されるかという結果を測定する， という操

作と測定による実験の基本的枠組みを示した。そし

て，実擦に著者が実験で用いたプログラムを実施し
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Fig.2 その場で作成するミラーイメージのデモ
ンストレーション資料例

注)実際の授業では，掩影した生徒の顔写真

をパワーポイント上でミラーイメージへ

と加工し，それぞれ貼り付けた。
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心理学実験がどのような形で、行われているか，その

方法をデモンストレーションした。また，この後に

は心理学実験において生じる個人差の問題をカウン

ターバランスなどによって解決していくことについ

て，生徒との問いかけを交えながら論じた。

3. 展開:無意識の力 ここまで，自常的な疑問

からそれを心理学的に実験する方法を示した。そこ

で，次のステップでは，生徒たちのさらなる興味を

引き出すため目ここまでの内容をさらに発展させる

形で，燕意識というテーマへと展開していった。そ

の際にも. 1何震も見たものを好きになるというこ
とは，無意識にも生じ得るのか」という問いかけを

もとに，それを実験によって実証する関下(サブリ

ミナル)呈示の方法を示した (Fig.4)。具体的には，

著者が行った関下単純接触効果 (Kunst-Wilson& 

Zajonc， 1980) のプログラムを用いて，顔写真の瞬

間的な関下呈示(14ms) をデモンストレーション

した()11上・吉田. 2010，印刷中)。生徒には，

|憐何かの画像が表示されるので，スクリーンに注隠

するようにだけ伝えた。すると 何が表示されてい

るのかわからない生徒がほとんどのようであった。

人は何度も見たものを好きになる=単純接触効薬

・どうやって実験をするか?

1.仮説を立てる 噌随喜多息抜かご争

2 どうすれば確かめられるか ある入に問じもの そ札がどの位
を何度も見せる 好脅か関〈

3白義E韓となるものと比較する 続審しさ
事崩描髄時 仮説通り

Fig.3 r心理学実験の方法jの資料例

*“見た"という意識がなくても起こる?

どうやって実験をする?

T見とζとを箆空企主主立という状況を実験室で再現

盤毘血iこ兜せる z サコtl~St"~k嬰m

Fig.4 r無意識の力」の資料例
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呈示後，デモンストレーションで表示していた顔写

真(趨孔を小さく加工したもの)を改めて見せると，

生徒からは一様に驚きの雰囲気が見てとれた。そし

て，実際にそのような何を見ていたのかもわからな

いi瞬間的な呈示であっても，やはり単純接触効果は

生じることを説明した。そこから，人が意識できる

こころの領域は様めて限られており，その背景には

無意識に働く様々な機能があることを Fig.5のよう

に示した。そして，このような関下単純接触に代表

されるサプリミナル効果が実際に社会で用いられた

具体例として，映国 fエクソシストjのワンシーン
を呈示し人間の持つ無意識の適応的な意義などを

論じた。

以上をもって，出前実験を終了した。

Fig.5 意識の階層構造の資料例

捜業後のアンケート

授業終了後，この出前実験の感想などについての

アンケートを実施した。

回答者

授業を受講した高校2年生 94名(男子 32名，女

子62名)であった。

質問内容

授業許儲として，授業内容に対する興味，難易度，

j満足度なと¥5つの質問にそれぞれ5段措での回答

を求めた CTable1) 0 また，授業の感想については，

「感想を自由に書いてくださいjとし， 自由記述形

式での回答を求めた。

アンケート結果

捜業評価 各項目の集計結果をTable1に示した。

まず，授業の内容に対する興味(項目 1) について

見てみると.8割以上の生徒が授業の内容に興味を

もてたことが窺える。同時に，授業の内容のわかり

やすさ(項自 2)についても. 8割近くの生徒がわ

かりやすいという肯定的な評価をしていることか

ら，今屈の出前実験という試みは，内容的には適切

であったものと考えられる。ただし授業の難易度

については(項目 3)，6割以上の生徒が fちょうど
よしづとし寸評価をしたものの， 3割近い生徒は難

しいと回答していた。やはり 高校生にとってはな

じみの薄い心理実験に関しての方法などが，若干難

しく受け止められたようである口

そして，授業に対する満足度(項沼 4)に関して

は，生徒の 7割以上が肯定的な評価をした。しかし，

2割の生徒は「どちらとも言えないJという評価を

lable 1 

]翼iヨ

授業評価の集言十結果 (N= 94) 

回答

2 4 

1.授業の内容に輿味をもてましたか?

全くもてなかった あまりもてなかった どちらとも言えない もてた かなりもてた

0.0% 5.3% 8.5% 56.4% 29.8% 

2.授業の内容はわかりやすかったですか?
とてもわかりにくい わか与にくい どちらとも言えない わかりやすい かなりわかりやすい

0.0% 1.1 % 21.3% 59.6% 18.1 % 

3.授業の内容は難しかったですか?
とても離しい 難しい ちょうどよい かんたん かなりかんたん

0.0% 25.5% 67.0% 5.3% 2.1 % 
4.授業について満足しましたか?

とても不満足 不満足 どちらとも言えない やや満足 とても満足

1.1 % 2.1 % 22.3% 36.2% 38.3% 

5.授業を開いて心理学に興味をもてましたか?

全くもてなかった あまりもてなかった どちらとも言えない もてた かなりもてた

0.0% 5.3% 10.6% 59.6% 24.5% 
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行っていることから，今後は内容や難易震とのバラ

ンスを考慮して，全体的な満足度を上げていく工夫

が必要であるo

最後に，心理学への興味関心(項目 5) について

見ると， 8割以上の生徒が今回の授業を受けて心理

学への輿味が湧いたと回答していた。したがって，

今回の出前実験は，高校生の新たな輿昧関心を拓か

せることに成功したものと考えられる。

自由記述による感想 さらに，生徒たちの授業に

対するより詳細な反応は 自由記述による感想に

表れていた。まず，授業の内容については， r実f象
と鏡像の話がおもしろかったJ(男子)， rサブリミ
ナル効果の話がおもしろかったJ(男子).r無意識
でも意識される世界に影響を与えていることを知る

ことができた。いろいろな実験が見られて楽しかっ

たJ(女子).r無意識のうちにいろいろ影響を受け
ていてび、っくりしたJ(女子)， r初めて開く言葉な
どもあったけど，わかりやすくて，授業を聞けば開

くほど，おもしろくて奥が深いと思ったJ(女子)
などの感想から，授業で、扱ったテーマは概ね好意的

に捉えられていたようである。加えて，授業を受け

て， rもっといろいろなことを知りたい。少し物足
りない気がしたJ(女子).rサブリミナル呈示や無
意識のメカニズムについてもっと知りたいJ(男子)• 

「もっといろんな心理現象について知りたいJ(男
子).rこれは?見るjという行為だけに対して有効
なのか気になったJ(男子)， といった反応が多く見
られ，扱ったテーマについて生徒たちのさらなる関

心を引き1-;j-けることカfできた。
また，授業のスタイルについても， r先生の顔写
真とかを使っていて.わかりやすかったJ(女子)， rデ
モ実験が楽しかったJ(女子)， rサブリミナル効果
というのは前からなんとなくは知っていたけど，そ

れを自分自身で体験することができておもしろかっ

たJ(女子)， r映像を多く使っていたりして，飽き
ることなく向いていられたJ(女子)， r r臼常生活の
中での心理学』という項目は，身近な内容であった

ので，共感することができ，興味もわいたJ(男子)
などの感想が得られ，担任教師の写真を使ったり，

実擦のプログラムや映像を多用するなどの工夫が有

効であったことが窺える。ただし， r授業中には無
意識の力はあまり感じられなかったJ(男子)， r (授
業での)実験をもって，サブリミナル効果と言われ

でも納得しにくいJ(男子)など，限られた時間内
でサブリミナル効果というデリケートな実験を行う

ことの難しさも課題として残された。

そして，最も多かった感想が，この授業を通して

心理学という学問への理解や興味，関心が拡がった

というものであった。「心理学の世界はとても複雑

で深いものだと感じたJ(女子)， rもともと(心理
学に)興味があったが.さらに興味がでたJ(男子)， 
f心理学は文系の学問だと患っていたけど，実験な
どが多くてちょっと理系みたいだ、ったJ(女子)， r心
理学は心の研究なので¥笑験結果を出すことは化学

などの実験よりも難しそうだと感じたけど.おもし

ろそうJ(女子)， r授業を開いて，心理学はj奥が探
くとてもおもしろいと感じた。大学でも授業を取り

たいJ(女子)，r将来.心理学を学びたいと思ったJ(女
子)， r心理学でも新しい分野があると知って楽し
かったJ(男子)， r心理学はただ単純に人がどう思
うかなどを研究したりするのかと思ったけど，もっ

と奥深いものなのだと思ったJ(女子)，などの感想
が多く寄せられ，高校生に対する出前実験としては

成功を収めたと言えるであろう。

プロジェクトを掘り返って

以上のように，大学院生と教員が一体となって高

校生向け心理学出前実験を遂行するという試みは，

一定の成果を収めることができた。授業終了後，著

者らがこの試みを振り返って議論を行い，いくつか

の成果並びに課題が浮かび上がってきた。

まず，高校生という心理学を学んだことのない生

徒を対象に，身近な現象とも結び付けながら，最先

端の心理学的知見を正確に伝えられた点は重要な成

果として挙げられる。特に 実験のデモンストレー

ションや映像を多用しながら，生徒への問しE油、けに

よって授業を展開していくスタイルは，一方向的な

講義ではなく，その時々の生徒の反応を見ながらの

有機的な授業の生成に重要な役目を来たした。この

成果は，大学院生で、ある)11上が蓄積してきた実験の

知見やプログラムなどのノウハウと，授業経験の豊

富な教員との共働作業に拠るところが大きい。単に

心理学の知識を伝えるに留まらず， 日常的な心理現

象から自ら疑問を見出し，それをどのように実証す

るか，そしてそれがどのように発展するか，こうし

た学問の自然な拡がりを デモンストレーションな

どを通して実感を与えながら動的に表現していくこ

とが重要であると忠われる O この点は，今後の授業

にも積極的に活かすべきであろう。

また，今西の出前実験では， 2回の授業を同じ資

料を用いながら，大学院生と教員がそれぞれの視点

で行った。したがって基本的な内容は伺ーではあっ

たものの，いくつかの点で違いが見られた。例えば，

教員の場合，無意識について説明する際に催眠など

の話題を例として挙げていたが，大学院生の場合に
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は広告など高校生にもより受け入れられやすい話題

を用いていた。今自のように心理学に対してナイー

ブな対象者の場合には，その年代に近い者が講義を

することで，教室内である程度の感性が共有され，

話題が受け入れられやすくなるようにも感じられ

た。したがって，授業を組み立てる際にも，ひとつ

の視点に国執することなく，大学院生などをメデイ

エーターとしながら，積極的に関わり合いつつ，そ

れぞれの長所をi活かすことも良いのかもしれない。
ただし大学院生による授業は，授業を行うこと

に馴れていないためか.内容についての重点の置き

方に暖味な部分も散見された。そのような場合には，

教員が適宜フォローしながら，綿密な準備をする必

要があるだろう O そっいった意味で¥今回のように

ひとつの授業を教員と大学院生で互いに創り上げな

がら，それぞれの視点で、行うという挑戦は，それら

の長所短所の一端を明らかにできた点でも意義ある

ものと言えよう Q 今後とも，このような大学院生メ

デイエータープロジェクトを通して，お互いの授業

スタイルの相互評価 フィードパックを繰り返しな

がら， より高い質の教育を屈指す試みを継続してい

くことが重要で、ある。

以上を総じて大学院生， '1こi高校生そして教員が

共に学びあい膏ちあう共青空間として教育の場を再

デザインする， という背景の中で始まったこの心理

学出前実験は，多くの成果を収め終了した。
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